







































































































































































































































































































































































５例目より 10 例目，10 例目より 50 例目，50 例

























































































































































安政 3 年から大正 11 年まで生きた中の村松
志保子さんという人は東洋医学を藩医のお父さ
んから学びました。そして当時まだ少なかった
西洋医学も学びました。もしこの人が正式に申
請して試験を受けていたら女医 1 号になってい
たかもしれません。しかし妹さんが産褥熱で亡
くなった関係で，女性にはお産の時の管理が非
常に大事だということで産婆として生きる決心
を致しました。それで安生堂医院という，今で
いう助産院みたいなものを建て，そして女学校
も作って，女性の身体と健康は大事ですよ，と
いうリプロダクティブヘルスを産婆学という形
で教え始めたんですね。しかし明治 15 年はま
だ産婆がまだあまり教育されてなかったんで
す。東大とか阪大とか一部でしかされてなかっ
た。そういうことに気がついて産婆の養成をし
なくてはならないということで，別科を作って
産婆の養成をはじめました。そして明治 21 年，
「安生堂産婆学校」を作って，その申請書した公
文書に残っているんです。産婆学校の開設者，
産婆村松志保子という名前です。他のものは
いっさい関東大震災で焼けて何も残っていませ
ん。今から 15 年前に，谷中墓地に石碑でこの人
の墓も発掘されました。この石碑を作ったのは
お母さんでした。大正 11 年は関東大震災の一
年前でした。志保子さんは病気で亡くなりまし
たが，お母さんは生きていたから志保子の石碑
を作りました。明治時代から，今の医学部にも
劣らないそれ以上の漢方まで勉強している人が
産婆になっていた。そして一般の女性の地位向
上のための女学校まで作っていた。こういう大
先輩が助産師の中にいたということで，今，村
2019 年度　島根県立大学出雲キャンパス客員教授特別講義 ―助産師の専門性と将来展望―
－ 8 －
松志保子助産師顕彰会という会を作って助産師
で埋もれた人を表彰していくことを始めていま
す。
明治時代に高橋瑞子さんという人がいます。
産婆から正式に女医３号になっている。この人
からは忍耐力を学んで欲しいと思って紹介しま
す。この人が医者になりたいと思っていた頃女
医になる道は開かれていませんでした。医学校
も殆ど受け入れてくれません。どうしても医者
になりたいということで３日３晩済生学舎に立
ちつくし，根負けして入れてもらった。入れて
もらったはいいけど男子学生にいじめにあうわ
けです。非常に苦労しながら免許を取りまし
た。そして免許を取って終わりではなく，当時
男性の医者でもドイツへ留学するのは一部でし
たが，この人は行くんです。当時ドイツでも自
国の女学生も入れないのにと取っ払われました
が，入れてくれなかったら短刀で自殺すると脅
したんです。キリスト教の国ですので自殺は大
きな罪になるのでしぶしぶ入れてもらいまし
た。残念ながら結核になって 1 年後帰ってきま
した。帰ってきてどうしたかなと思っていまし
たが，ある大学院の学生さんが修士論文のテー
マにしてくれ，60 歳過ぎ迄産科医，小児科医で
活動することができた。短歌集も残っている。
色々なところに寄付していたということもわか
りました。ネバーギブアップ！あきらめてはい
けない。　　　　　
今，国会議員はまだ看護職は少ないです。ぜ
ひ皆さんの中から議員さんが出てきて欲しい。
法律を変えないとできないことが沢山あるんで
すよ。予算もつかない。そういう意味でこれか
ら皆さんしっかり勉強して開拓していって頂く
と色々なことがまだまだできます。田中たつさ
ん，戦後初めて女性が議員になってもいい時に
看護職の中から出てきました。鳥取県出身です。
地方ではだめなんて思ってはいけません。でき
る人はどこにいてもできます。米子市から衆議
院に出て当選しました。横山フクさん，今の新
生児訪問もこの人のおかげでできています。参
議院議員では南野知恵子さん。性同一性障害の
方の法律，こども虐待，女性の DV の防止の法
律とか，リプロダクティブヘルス / ライツとい
う普通横文字が法律関係に出ることは滅多にな
いのですが，母体保護法の附帯決議に初めて横
文字がでました。ベトナム・モンゴルの助産師
会の設立にも尽力され，今日本助産師会が引き
継いでおります。金子みつさんとか，看護職の
中にも沢山おられます。そういったこともぜひ
今後視野に入れて頂きたいと思っています。現
在の日本助産師会の設立には柘植あいさんなど
が頑張ってくれました。
◆幻の助産師法
昭和 12 年「幻の助産師法」といわれています
が，この時に業務拡大の法律が出かかっていた
んですね。昭和 23 年の保助看法でも実現しな
かったのですが，昭和 12 年に研修を受ければ，
他の外国で認められているように救急薬剤の処
方とか医師の指示が無くてもできる，会陰切開
とかもできる。そういったことの法律が昭和 12
年に出かかっておりました。残念ながら，現在
でいう衆議院は通ったけれど参議院で否決され
たような形で，貴族院というところで不成立に
なりました。そういうことで歴史を見たときに
昭和 23 年の保助看法が一見，保健師指導という
言葉が明文化されたので発展したように見える
かもしれませんが，こと助産師に限りましては
業務拡大につながっておりません。明治 23 年
の産婆規則から法律は変わっていないと言って
いいくらいの状況にあります。
歴史は自分たちが作るものです。大先輩で頑
張った人をみてきたのは見習った精神を皆さん
も身に付けてもらいたい。女性がどんなお産や
子育てをするのがいいのか，どんなケアを患者
さんが受けた方が自分らしい人生を全うできる
のか，それをしっかり考えられる看護職種に
なって頂きたい。考える看護師，考える助産師，
考える保健師になって頂きたいと思います。絶
対忘れてはならないのは，自分ができることを
考え続けること。「量質転化」これを自分に課し
ながらレベルアップを図って頂きたいと望んで
います。
岡本喜代子
